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3)各種也血 (特に術後出血)に対する TAE
による治療

言 :ト:. '∴;I:
藤井 邦夫 (新潟大学放射線科)

各種出血症例に対する TAE は,interventionalra-

diologyの 1つの領域であり,その重要性が認められ始

めている.今回,我々は当科における出血に対する TAE

による治療iこついて報告 した.

1990年4月から1993年3月の間iこTA.E を施行した

出血症例は21例.内.術後出血以外の症例は9例で.8

例 (89%)に止血効果を認めた.術後出血症例は12例で.

lo飼 (83.3%)に止血効果を認め,12例中生存例は7

例 (58%)であった.DIC のあった4症例中,即時止

血のみられたのは,2例 (50%),生存例は1例 (25%)

であった.
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4)頚部動脈狭窄性病変に対する PTA

小池 哲雄 ･阿部
竹内 茂和 ･田中 .!:-.･-;T:::I.LI;:;'::II:{1-'い:I'､■■･

皆河 崇窓 側 衆 惨 く栗爵病院脳槻 ∋

動脈硬化や大動脈炎症候群に伴う鎖骨下動脈狭窄11例,

総額動脈狭窄1例さらに腕頭動脈と総窺動脈両者狭窄1

例の計13例,14病変である.FTA月】カ千一･一テ′LはべJレー

ンの有効長 2.5--ノ4cm.径 5-8mm を症例に応 じて

各種用いた.べJL--ンは 40-90PSI,20-120秒, 1--

6回透視下で innateして PTA を施行 した.FTA 時

椎骨動脈や内頚動脈を経て,操作に起因する頭蓋内血管

への distalembolism を予防するため,それら血管に

別の routeより挿入したバルーンカテ-テルで血流の

一一時遮断を行った.

ほぼ満足すべき狭窄部の拡張が得られ,全例虚血によ

る症状は改善 した.一連の操作において頭蓋内血管を含

めて末梢への emboliによる塞栓などの重大な トラプ

ルは無かった.FrA後最長66ケ月,平均33ケ月である

が,改善 した臨床症状の悪化した例はみられない.
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0-1)再発性脳出血-その発症像と臨床像

･ :･ゝl･･ 言: ･･{(..･轟 ㌦ ,:':.:'ミニ■･:

最近,再発性脳出血に関心が持たれている.演者らは

自験例をその発症像と臨床像について分析したので報告

する.対象例は63例.男性41例..女性22例.年令分布は

37-･88才.平均年令は59.3才.手術例311例,保存的治

療例29例.く結果＼1)本と.lJ.血は増加傾向にあり,視床出

血と皮質下出血が再発例に多い.2)本HJ.血例の初回出

血時年令は54才と若い.31発症の季節は, I-8月に

多い.4)発症は午後の時間帯に多い.(16-.19時).5)

本出血の発生頻度は 11.5%.6)同側性再発は 1年以内

に多く (57.1,9,6),特に 1カ月以内が多い.対側性再発

では1年以内,5年以内.20年以内にほほ均等にふLL-･,わ

た.71初回が被殻出血,再発が被殻出血が最も･多く.

の入院時 NeurologicalGrading(N.G.)は N.G.1+
2が37.9Pb,N.G.4a+4b+5が48.3%.退院時 Ar)L

は ADL良好群 (1--3)は24.19.6.死亡は48.3.P r/6 .

手術群では N.G.1+2が61.8Pb.N.G.4a+4b+5

が38.2%.退院時の ADL良好群は52.9,%.死亡は17.6

.Plo/.再発性脳出血は非再発性脳出血とその発症像が異な

る.また本出血に対する手術の有効性も確認された.


